[image: image1.emf]
報道関係者 各位

2010年9月24日

財団法人 日本心臓財団

《生活習慣病の実態と患者意識調査中間報告》
治療目標を達成している人は高血圧47.4%、脂質異常症59.9%、糖尿病27.2%

とくに食事・運動、BMI、腹囲に問題があると、治療目標達成率が明らかに低い
財団法人日本心臓財団＊1（事務局：東京都千代田区、理事長：志立託爾　以下、日本心臓財団）は、脳卒中や心臓病などの予防を目指して、生活習慣病のより良い治療の実現をサポートするため、「生活習慣病改善プログラム」＊2を展開しています。この度、2010年9月26日の世界ハートの日（世界心臓連合が提唱する地球規模の心血管病予防キャンペーンで、毎年9月最終日曜日に行われる）を前に、これまでに同プログラムに登録されたデータを集計したところ、主に次のことが明らかになりました。また、本プログラムに関連して2010年8月から実施中の「生活習慣病改善指導の実態と、その受け止め方に関する患者さんアンケート調査」＊3の中間集計結果も併せて報告いたします。
生活習慣病の治療を受けている患者さんで、治療目標値まで検査値が下がっている人は、高血圧47.4%、脂質異常症59.9%、糖尿病27.2%
「生活習慣病改善プログラム」には2010年8月15日現在、2,755名（男性1,279名、女性1,476名）の生活習慣病のデータが登録されています。その平均年齢は68.4歳で、高血圧は2,260名、脂質異常症1,664名、糖尿病830名でした。
高血圧、脂質異常症、糖尿病といった生活習慣病は、動脈硬化を進行させて脳卒中や心臓病の危険を高めるため、関連学会では検査値の治療目標値を設定し*4、治療目標値未満までしっかり管理することを推奨しています。しかし、今回の集計では、本プログラム登録時に治療目標値を達成している割合は、高血圧では47.4%、脂質異常症では59.9%、糖尿病では、糖尿病治療ガイドラインのHbA1c（JDS）に関する指標「優（5.8%未満）」と「良（6.5%未満）」を合わせても27.2%に過ぎませんでした。
食事・運動の生活習慣の両方、あるいはどちらかに改善を要する点がある場合、BMI25以上、腹囲が男性85cm、女性90cmを超える場合には、治療目標値の達成率が明らかに低い

本プログラムでは、検査データに加えて食習慣に関する8項目と運動習慣に関する4項目のチェックを行っています。登録症例のうち生活習慣のチェックを行った1,467名を、食事と運動の両方、あるいはどちらかの項目がすべて良好な「生活習慣良好群」と、その両方、あるいはどちらかに1項目でも不良項目がある「生活習慣不良群」とにわけて、治療目標値を達成している割合を比較しました。その結果、「生活習慣良好群」における、①血圧の目標値達成率は44.5%、②脂質（コレステロール・中性脂肪）値の目標値達成率は56.6%、③糖尿病の指標であるHbA1c（JDS）の6.5％未満達成率は30.3％でした。一方、「生活習慣不良群」の場合は、①38.0%、②52.4%、③16.6%で、①～③のすべてで明らかに目標達成率が低いことがわかりました。
同様に、患者さんを「BMI25未満群」と「BMI25以上群」にわけて検討したところ、①は52.8%と37.0%、②は62.4%と55.7%、③は32.3％と19.4％と、いずれも「BMI25以上群」は「BMI25未満群」に比べて明らかに目標達成率が低値でした。
男性85cm、女性90cmという腹囲基準によって、「腹囲基準未満群」と「腹囲基準以上群」にわけて検討したところ、①は59.0％と36.3%、②は66.1%と54.2%、③は38.8％と26.0％と、こちらもそれぞれ、「腹囲基準以上群」は「腹囲基準未満群」に比べて明らかに目標達成率が低値でした。
「生活習慣病改善プログラム」登録データにみる生活習慣、BMI、腹囲と生活習慣病の治療目標達成率の関係
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	脂質異常症患者の
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	HbA1c(JDS)<6.5%

	生活習慣良好群（435名）
	44.5%
	56.6%
	30.3%

	　　　　評価患者数
	362
	274
	122

	生活習慣不良群（1032名）
	38.0% 
	52.4%
	16.6%

	　　　　評価患者数
	857
	617
	307

	BMI＜25群（1107名）
	52.8%
	62.4%
	32.3%

	　　　　評価患者数
	892
	577
	324

	BMI≧25群（731名）
	37.0% 
	55.7%
	19.4%

	　　　　評価患者数
	635
	478
	289

	腹囲基準未満群（714名）
	59.0%
	66.1%
	38.8%

	　　　　評価患者数
	576
	375
	165

	腹囲基準以上群（637名）
	36.3% 
	54.2%
	26.0% 

	　　　　評価患者数
	546
	386
	246


生活習慣病患者さんに対するアンケート調査の中間集計の結果、自分の治療目標値を正確に知っている人は、血圧64.3%、コレステロール・中性脂肪40.0%、血糖49.7%
日本心臓財団は、生活習慣病のよりよい治療を実現するためのサポート活動の一環として、2010年8月から、生活習慣病の患者さんを対象に、「生活習慣病改善指導の実態と、その受け止め方に関する患者さんアンケート調査」を実施しています。8月31日までに寄せられた300名の回答を集計したところ、自身の検査値を知っている患者さんの割合は、血圧は97.0%、脂質（コレステロール・中性脂肪）は74.0%、血糖は78.0%でした。しかし、自身の治療目標値を正確に知っている患者さんの割合は、血圧64.3%、脂質40.0%、血糖49.7%に過ぎませんでした。
また、生活習慣病の治療について医師や医療従事者に対して伝えたいこととして、「一般的なことはよくわかっているので、自分に適したきめ細かな指導を行ってほしい」（53.3%）、「治療の目標や見通しについてもっと詳しく説明してほしい」（30.3%）、「生活習慣を変えるのは難しいので、生活習慣の改善について専門的な立場から相談にのってほしい」（23.0%）といった点が多くあげられました。

「生活習慣病の治療について、医師や医療従事者に伝えたいことは何ですか？（複数回答）」に対する回答

	一般的なことはよくわかっているので、自分に適したきめ細かな指導を行ってほしい
	53.3%

	治療の目標や見通しについてもっと詳しく説明してほしい
	30.3%

	生活習慣を変えるのは難しいので、生活習慣の改善について専門的な立場から相談にのってほしい
	23.0%

	飲んでいる薬について、もっと詳しく説明してほしい
	14.3%

	病気のことをもっと詳しく説明してほしい
	10.7%

	その他
	8.0%


今回の調査結果について

篠山重威先生　　京都大学名誉教授、「生活習慣病改善プログラム」中央推進委員長
高齢社会を迎えたわが国では、健康長寿の実現のため、血圧、脂質、血糖の厳格な管理によって脳卒中や心筋梗塞など脳心血管疾患を予防することが重要な臨床課題となっています。一方、各種の研究から、生活習慣病の治療目標達成率が十分とはいえないことが指摘されています。今回の「生活習慣病改善プログラム」の中間集計からも、そうした実態が明らかになりました。

また、生活習慣病のような長期にわたる治療を必要とする疾患では、医師と患者さんの十分なコミュニケーションが必要で、生活習慣の改善をきめ細かに指導することが、治療効果をあげるために不可欠です。今回の集計を見ても、生活習慣良好群は治療目標達成率が高く、不良群は治療目標達成率が低いことが改めて示されました。長年の生活習慣を変えることは大変難しいことです。しかし、今回の結果から、生活習慣の改善をなお一層、推進していくことの重要性が改めて明確になったといえます。

今回の集計で、肥満や腹囲の増加があると、生活習慣病の治療目標達成率が低いことも確認されました。とくに腹囲のカットオフ値については、男性85cm、女性90cmという基準値が適切か否かの議論もなされていますが、少なくとも生活習慣病の治療目標達成率という観点では、この基準値以上と未満で差があることが示されたことは、大変興味深い点であると考えています。
今回の報告が、医師・医療従事者と生活習慣病の患者さん双方にとって、より積極的に生活習慣改善に取り組むきっかけになることを願っています。　
＊1　財団法人　日本心臓財団とは　（ホームページ　http://www.jhf.or.jp/ ）
財団法人 日本心臓財団は、心臓病と脳卒中を制圧することを目的に1970年に設立された民間の公益法人です。心臓血管病に関する研究開発の助成、心臓血管病に関する予防知識の国民的普及啓発活動、心臓血管病制圧に関する国際交流・国際協力の実施を中心に活動し、これらの事業を通して医学の向上と国民福祉の向上に寄与することを目指しています。
＊2　生活習慣病改善プログラムとは

日本心臓財団が企画・運営する、高血圧・脂質異常症・糖尿病など生活習慣病治療を実施している医師のためのインターネット上のプログラムです。患者さんの検査値と日本高血圧学会、日本動脈硬化学会、日本糖尿病学会から出されている治療目標値との比較、生活習慣のチェック、治療経過のグラフ表示、施設全体での管理目標達成率のチェックなど、各々の医師が担当する患者さんの統計処理などを可能にするシステムで、治療計画や生活習慣改善などについて、医師と患者さんとのコミュニケーションに役立つと期待されています。
＊3　生活習慣病改善指導の実態と、その受け止め方に関する患者さんアンケート調査

日本心臓財団が、生活習慣病の患者さんを対象に実施中のアンケート調査です。

【調査主体】　財団法人　日本心臓財団

【調査対象】　医療機関で薬物療法実施中の生活習慣病患者さん

【調査目標数】
5000例
【調査期間】　2010年8月20日　～　12月20日
【調査方法】　アンケート形式（回答は郵送）
＊4　治療目標値
治療目標値は、下記の基準に基づいて算出しています。

高血圧治療目標値：日本高血圧学会　高血圧治療ガイドライン2009　

脂質異常症治療目標値：日本動脈硬化学会　動脈硬化性疾患予防ガイドライン2007年版
糖尿病治療目標値：日本糖尿病学会　科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン2004年版

◆本リリースに関するお問い合せ◆

　株式会社ヌーベルプラス内「生活習慣病改善プログラム」
運営事務局　担当：藤本尚子

　　TEL 03-3814-4455　FAX　03-3814-3388　e-mail: info@LSMP.JP 

◆調査主体の所在◆

日本心臓財団事務局　担当：細田泰司

〒100-0005　東京都千代田区丸の内３－４－１　新国際ビル835区-Ａ
TEL：03-3201-0810　FAX：03-3213-3920　e-mail: lsmp@jhf.or.jp
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